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石
川
達
三
は
１
９
３
７
年
12
月
下
旬
中
央
公
論
社
特
派
員

と
し
て
中
支
方
面
へ
出
発
、
翌
年
１
月
ま
で
南
京
に
も
滞
在

し
た
。
先
立
つ
12
月
17
日
が
南
京
入
城
式
で
あ
っ
た
。
帰
国

後
紀
元
節
ま
で
に
書
き
上
げ
掲
載
さ
れ
た
『
中
央
公
論
』
３

月
号
は
即
日
販
売
禁
止
と
な
り
、
作
者
と
発
行
者
は
禁
固
４

か
月
、
執
行
猶
予
３
年
の
判
決
を
受
け
た
。

　

な
ぜ
発
禁
処
分
を
受
け
た
の
か
。
１
９
９
９
年
初
版
の
中

公
文
庫
版
は
検
閲
を
受
け
削
除
さ
れ
た
箇
所
に
線
を
引
い
て

い
る
。
戦
時
国
際
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
虐
殺
、
強
姦
、
略

奪
、
放
火
に
あ
た
る
日
本
兵
の
行
為
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
伏
字
と
な
っ
て
い
る
。
「
捕
虜
は
捕
え
た
ら

そ
の
場
で
殺
せ
」
と
い
う
方
針
は
上
部
か
ら
出
て
い
た
の
で
、

数
珠
つ
な
ぎ
に
し
た
13
人
を
片
っ
端
か
ら
順
々
に
斬
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
捕
虜
が
急
に
静
か
に
俯
い
た
の
で
斬
る
こ

と
が
で
き
ず
銃
で
撃
ち
殺
し
た
場
面
、
廃
墟
で
姑
娘
（
ク
ー

ニ
ャ
）
を
見
つ
け
た
兵
士
が
女
性
を
殺
し
た
と
聞
き
、
「
勿

体
な
い
こ
と
を
し
た
の
う
」
と
い
う
上
官
の
言
葉
か
ら
、
ま

た
「
生
肉
の
調
達
」
と
い
う
隠
語
か
ら
書
か
れ
て
い
な
い
行

為
の
想
像
が
つ
く
。
一
方
で
戦
闘
の
末
、
勝
利
し
た
南
京
そ

の
他
の
町
で
無
限
の
富
が
こ
の
大
陸
に
は
あ
る
と
し
、
邸
に

入
り
日
時
計
を
手
に
入
れ
、
支
那
人
が
愛
し
た
悠
々
と
し
て

政
治
と
文
化
と
が
遊
離
し
た
心
境
を
味
わ
う
兵
士
の
実
態
が

描
き
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
は
南
京
陥
落
の
報
に
提
灯
行
列
で
沸
く
日
本
国

民
に
、
作
家
石
川
達
三
が
日
華
事
変
の
様
を
国
民
に
問
う
も

の
で
あ
っ
た
。
戦
場
で
「
生
き
て
い
る
兵
隊
」
が
そ
れ
ぞ
れ

に
い
き
つ
い
た
心
境
を
述
べ
て
い
る
部
分
も
削
除
さ
れ
て
い

る
。「
今
で
は
死
の
う
と
焦
る
気
持
ち
も
な
い
し
自
分
の
感
情

が
支
え
き
れ
な
い
ほ
ど
搔
き
乱
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

（
中
略
）
お
ち
つ
い
て
柔
ら
か
く
慈
悲
ぶ
か
く
な
っ
て
い
た
。

彼
は
心
の
ひ
ろ
が
り
を
感
じ
安
定
を
感
じ
て
い
た
。
（
中
略
）

敵
の
命
を
軽
視
す
る
こ
と
か
ら
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
命
を

も
軽
視
す
る
に
至
っ
た
極
め
て
直
観
的
な
自
然
の
心
理
状

態
」
を
得
た
彼
は
堂
々
た
る
軍
人
に
な
り
兵
の
信
望
と
尊
敬

を
得
た
。
こ
の
少
尉
を
中
核
に
お
い
て
、
戦
場
に
妥
協
し
真

剣
み
の
な
い
自
堕
落
な
精
神
に
な
り
、
中
国
人
の
上
に
立
つ

誇
り
を
楽
し
む
も
の
、
戦
争
か
ら
な
ん
の
影
響
も
受
け
ぬ
も

の
、
に
わ
か
に
欲
張
り
に
な
っ
た
元
僧
侶
は
仏
像
な
ど
を
持

ち
出
し
て
く
る
。
し
か
し
怠
惰
に
戦
場
に
な
じ
ん
だ
は
ず
の

元
医
学
生
は
、
慰
安
所
に
通
う
日
々
の
中
で
精
神
の
錯
乱
を

起
こ
し
、
軍
規
に
触
れ
る
羽
目
に
陥
る
。
私
が
驚
く
の
は
、

戦
闘
場
面
で
勇
敢
に
戦
い
死
ん
で
ゆ
く
一
人
一
人
の
兵
の
命

を
尊
び
悼
む
日
本
軍
の
真
摯
な
姿
が
あ
る
と
と
も
に
、
敵
軍

兵
士
を
せ
ん
滅
せ
ん
と
す
る
残
虐
な
描
写
が
あ
り
、
戦
闘
が

終
わ
っ
た
土
地
で
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
農
作
業
に
つ
く
農
民

の
姿
が
あ
る
こ
と
だ
。

　

石
川
達
三
が
記
す
通
り
こ
の
作
品
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
が
、
講
師
の
山
岸
郁
子
先
生
は
「
事
実
と
経
験
を
正
確
に

表
し
て
い
る
か
否
か
は
問
題
で
は
な
い
。
読
者
が
ど
の
よ
う

に
読
む
か
作
者
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
す
る
か
の
駆
け

引
き
で
も
あ
る
。
戦
争
の
強
烈
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
読
者
に
伝

え
る
た
め
に
言
葉
が
動
員
さ
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
こ

の
本
は
全
編
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
「
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
で
交
換
さ
れ
た
読
み

の
中
で
、
南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
。
本
書

に
避
難
民
の
数
な
ど
が
あ
る
の
で
ご
自
分
で
確
認
さ
れ
た

い
。
ま
た
「
元
来
武
力
闘
争
は
経
済
闘
争
の
行
き
詰
ま
り
を

打
開
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
一
文
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。

石川達三著
  戦争文学としての
     『生きている兵隊』

〈 ブッククラブから〉

三好 紀子

ブッククラブから



だ
と
か
。
ア
パ
ー
ト
の
同
人
で
あ
る
鈴
村
さ
ん
の
こ
と
は
、
最

初
の
印
象
を
「
お
ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
深
々
と
お
辞
儀
を

し
た
が
、
次
に
会
っ
た
時
の
言
葉
は
「
こ
っ
た
だ
に
ご
っ
ち
ゃ

り
し
も
っ
て
ら
な
い
、
わ
が
駄
目
だ
え
ん
な
！
」
と
の
大
し
た

剣
幕
に
次
か
ら
は
苗
字
で
は
な
く
、
次
の
人
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
。
所
作
か
ら
人
間
模
様
が
わ
か
る
気
が
す
る
。
こ
の

小
説
の
特
徴
は
他
に
は
、
時
系
列
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
。

も
う
一
つ
は
カ
タ
カ
ナ
文
字
が
多
い
こ
と
。
例
え
ば
、
掘
っ
立

て
小
屋
、
車
の
車
種
や
煙
草
、
日
常
品
、
酒
類
、
食
料
品
な
ど

多
種
類
に
及
ぶ
。
そ
れ
ら
は
、
独
身
貴
族
の
上
級
志
向
が
感
じ

ら
れ
る
。

　

こ
の
小
説
構
成
は
３
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
最
終
章

の
今
野
と
日
浅
の
実
家
の
父
親
と
の
会
話
が
胸
を
つ
く
。
最
終

章
は
鈴
村
さ
ん
の
教
え
子
高
橋
愛
月
さ
ん
の
震
災
記
事
に
は
じ

ま
り
、
西
山
さ
ん
よ
り
日
浅
の
行
方
不
明
の
連
絡
が
入
り
、
今

野
は
日
浅
の
行
き
そ
う
な
飲
み
屋
を
さ
が
す
が
情
報
が
得
ら
れ

ず
、
日
浅
の
実
家
の
父
親
を
訪
ね
、
今
野
と
日
浅
の
関
係
を
詳

細
に
説
明
し
、
捜
索
願
い
を
出
す
よ
う
に
説
得
す
る
が
、
父
親

か
ら
「
も
う
父
親
で
は
な
い
ん
で
す
よ
」
と
思
わ
ぬ
言
葉
の
返

答
。
日
浅
の
学
歴
詐
称
が
明
か
さ
れ
る
。
父
親
は
「
信
じ
る
者

を
裏
切
っ
た
、
そ
ん
な
不
実
な
人
間
が
、
暢
気
に
釣
り
糸
を
垂

れ
な
ど
し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
を
大
津
波
に
呑
ま
れ
た
と
し
て
、

　

『
影
裏
』
は
、
２
０
１
７
年
第
１
２
２
回
文
学
界
新
人
賞
を

受
賞
し
た
沼
田
真
佑
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
、
そ
の
作
品
で
同
年
第

１
５
７
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
２
０
１
９
年
に
盛
岡
出

身
の
大
友
啓
史
監
督
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
、
２
０
２
０
年
公

開
さ
れ
た
。

　

私
は
デ
ビ
ュ
ー
作
品
は
単
行
本
で
読
み
、
手
に
取
っ
た
本
の

触
感
、
本
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
で
著
者
の
思
い
（
心
音
）
や
熱
量

を
推
し
量
る
。
『
影
裏
』
の
本
は
薄
く
、
し
か
し
、
表
紙
絵
の

光
と
影
の
あ
る
写
真
と
タ
イ
ト
ル
と
著
者
名
が
Ｌ
字
型
に
並
ん

で
い
る
文
字
は
融
合
し
て
不
思
議
な
重
厚
感
を
覚
え
た
。

　

そ
の
美
し
い
『
影
裏
』
の
装
丁
に
誘
わ
れ
て
そ
の
世
界
に
入
っ

て
い
く
。
「
勢
い
よ
く
夏
草
の
茂
る
川
沿
い
の
小
道
」
に
は
じ

ま
り
、
生
出
川
の
釣
り
の
話
。
岩
手
の
樹
木
や
川
や
草
花
そ
れ

に
小
鳥
や
生
き
物
の
表
現
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
土
地
の
表
現
を

北
緯
３
９
度
と
は
、
私
は
日
本
地
図
で
調
べ
た
。
ま
た
人
物
描

写
は
映
像
の
如
く
浮
ぶ
。
例
え
ば
、
「
手
の
甲
で
日
浅
は
唇
を

ぬ
ぐ
っ
て
、
眉
に
溜
ま
っ
た
汗
の
雫
は
指
先
で
つ
ま
ん
で
そ
の

へ
ん
に
捨
て
た
」
と
か
、
「
そ
も
そ
も
こ
の
日
浅
と
い
う
男
は
、

そ
れ
が
ど
う
い
う
種
類
の
も
の
ご
と
で
あ
れ
、
何
か
大
き
な
も

の
の
崩
壊
に
脆
く
感
動
し
や
す
く
で
き
て
い
た
」
な
ど
と
。
井

上
氏
は
「
い
た
っ
て
気
さ
く
な
人
柄
」
と
。
副
島
和
哉
は
別
れ

る
直
前
の
夏
に
性
別
適
合
手
術
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
）
を
受
け
る
つ
も
り

何
だ
と
い
う
ん
で
す
？
（
中
略
）
ま
じ
め
な
人
生
に
対
す
る
、

一
種
の
冒
瀆
で
す
よ
」
と
父
親
の
言
葉
は
重
い
。
そ
れ
か
ら
「
い

ず
れ
に
せ
よ
何
ら
か
の
事
件
で
、
あ
の
男
の
名
前
は
新
聞
に
出

ま
す
よ
。
わ
た
し
は
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
。
そ
し
て
パ
ン
ツ

の
尻
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
息
子
の
大
学
合
格
通
知
を
今
野
に
見
せ

る
。
そ
こ
に
は
父
親
の
息
子
に
対
す
る
心
の
葛
藤
と
愛
が
滲
み

出
て
い
る
。
今
野
は
日
浅
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
い

や
、
こ
の
こ
と
は
、
今
野
の
心
の
奥
底
に
残
る
で
あ
ろ
う
。
去

年
の
夏
に
見
た
水
楢
の
倒
木
は
立
派
な
切
り
株
を
残
し
、
生
出

川
で
今
野
は
初
釣
り
で
虹
鱒
を
釣
っ
た
。
今
野
の
生
活
に
明
か

る
い
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
景
で
あ
っ
た
。

　

講
師
の
佐
藤
先
生
よ
り
「
ほ
の
め
か
し
（
描
写
を
重
ね
る
こ

と
で
、
物
事
の
関
係
を
詳
ら
か
に
し
な
い
書
き
方
）
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
芥
川
賞
の
評
価
方
法
と
、
第
１

５
７
回
の
選
考
委
員
の
講
評
と
評
価
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

こ
こ
に
北
上
川
の
鶴
飼
橋
の
啄
木
の
詩
を
紹
介
す
る
。
啄
木

の
長
詩
「
鶴
飼
橋
に
立
ち
て
」
一
部
引
用
。

 　

月
と
し
語
れ
ば　

こ
こ
よ
永
久
の
詩
の
領
朽
ち
ざ
る
鶴
飼
橋
。

　
　

※

参
考　

表
紙
の
写
真
（
小
林
史
子
撮
影
）   

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
窓
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
葉
、
扇
風
機
、
土
、
電
球
、
竹
、
釣
り
糸
、
素
焼

き
の
植
木
鉢
）
シ
ャ
ウ
ド
フ
リ
・
バ
リ
（
カ
ル
カ
タ
・
イ
ン
ド
）

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
か
ら

沼
田
真
佑
著

   
『
影
裏
』—

震
災
が
残
し
た
も
の—

関 

美
智
子

リ　

オ　
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ん
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ぼ
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と
く
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ヴ
ィ
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な
ぜ
原
爆
が
悪
で
は
な
い
の
か 

宮
本
ゆ
き
（
岩
波
書
店
）
319

つ
く
ら
れ
た
格
差 

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
サ
エ
ズ
（
光
文
社
）
345

中
年
格
差 

橘
木
俊
詔
（
青
土
社
）
361

東
京
裏
返
し 

吉
見
俊
哉
（
集
英
社
）
361

「
母
と
息
子
」
の
日
本
論 

品
田
知
美
（
亜
紀
書
房
）
367

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
大
図
鑑 

ハ
ン
ナ
・
マ
ッ
ケ
ン
（
三
省
堂
）
367

こ
れ
か
ら
の
男
の
子
た
ち
へ 

太
田
啓
子
（
大
月
書
房
）
367
お

ペ
ン
と
ミ
シ
ン
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

清
末
愛
砂
（
寿
郎
社
）
367
き

さ
よ
な
ら
、
俺
た
ち 

清
田
隆
之
（
ス
タ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
ス
）
367
き

産
め
な
い
け
れ
ど
育
て
た
い
。

 

池
田
麻
里
奈
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
369

婦
人
保
護
事
業
か
ら
女
性
支
援
法
へ 

戒
能
民
江
（
信
山
社
）
369

ブ
ラ
ジ
ル
天
使
が
舞
い
降
り
る
村
の
カ
ノ
ア
保
育
園

 

鈴
木
真
由
美
（
サ
ン
パ
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
）
369

肉
と
す
っ
ぽ
ん 

平
松
洋
子
（
文
藝
春
秋
）
369

子
ど
も
の
心
の
声
を
聞
く 

堀
正
嗣
（
岩
波
書
店
）
369

イ
ス
ラ
ー
ム
／
ム
ス
リ
ム
を
ど
う
教
え
る
か

 

荒
井
正
剛
編
著
（
明
石
書
店
）
371

は
な
れ
て
い
て
も
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

 

副
島
賢
和
（
学
研
教
育
み
ら
い
）
378

ア
イ
ヌ
の
祈
り 

堀
内
昭
彦
（
求
龍
堂
）
382

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
の
歴
史

 
パ
ニ
コ
ス
・
パ
ナ
イ
ー
（
創
元
社
）
383

戦
争
と
法 

長
谷
部
恭
男
（
文
藝
春
秋
）
391

〈
自
然
科
学
〉

は
ず
れ
者
が
進
化
を
つ
く
る 
稲
垣
栄
洋
（
筑
摩
書
房
）
460

こ
ど
も
の
目
を
お
と
な
の
目
に
重
ね
て

 

中
村
桂
子
（
青
土
社
）
460

ウ
イ
ル
ス
の
世
紀 

山
内
一
也
（
み
す
ず
書
房
）
465

人
生
で
大
事
な
こ
と
は
み
ん
な
ゴ
リ
ラ
か
ら
教
わ
っ
た

 

山
極
寿
一
（
家
の
光
協
会
）
489

死
を
受
け
入
れ
る
こ
と 

小
堀
鷗
一
郎
（
祥
伝
社
）
490

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

新
着
図
書
か
ら

〈
総
記
〉

物
語
の
海
を
泳
い
で 

角
田
光
代
（
小
学
館
）
019

〈
哲
学
〉

世
界
哲
学
史 

伊
藤
邦
武
（
筑
摩
書
房
）
102

〈
歴
史
〉

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
潜
入
記

 

ヴ
ィ
ト
ル
ト
・
ピ
レ
ツ
キ
（
み
す
ず
書
房
）
209

景
観
か
ら
よ
む
日
本
の
歴
史 
金
田
章
裕
（
岩
波
書
店
）
210

文
学
で
読
む
日
本
の
歴
史　

近
代
的
世
界
篇

 

五
味
文
彦
（
山
川
出
版
社
）
210

Ａ
Ｉ
と
カ
ラ
ー
化
し
た
写
真
で
よ
み
が
え
る
戦
前
・
戦
後

 

庭
田
杏
珠
（
光
文
社
）
210

民
衆
暴
力 

藤
野
裕
子
（
中
央
公
論
新
社
）
210

歴
史
の
中
の
ロ
シ
ア
革
命
と
ソ
連 

塩
川
伸
明
（
有
志
舎
）
238

世
界
は
女
性
が
変
え
て
き
た

 

ケ
イ
ト
・
ホ
ッ
ジ
ス
（
東
京
書
籍
）
280

復
元
！
被
爆
直
前
の
長
崎 

布
袋
厚
（
長
崎
文
献
社
）
291

〈
社
会
科
学
〉

ザ
ン
ビ
ア
を
知
る
た
め
の
55
章 

 

島
田
周
平
編
著
（
明
石
書
店
）
302

香
港
と
は
何
か 

野
嶋
剛
（
筑
摩
書
房
）
302

地
図
で
見
る
イ
ス
ラ
エ
ル
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
セ
ル
（
原
書
房
）
302

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
生
き
る 

村
上
陽
一
郎
編
（
岩
波
書
店
）
304

談
論
風
発
琉
球
独
立
を
考
え
る 

前
川
喜
平
（
明
石
書
店
）
312

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
差
別
の
深
層 

宇
田
有
三
（
高
文
研
）
316

あ
れ
か
ら―

ル
ア
ン
ダ
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
か
ら
生
ま
れ
て

 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ト
ー
ゴ
ヴ
ニ
ク
（
赤
々
舎
）
316

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー 

（
河
出
書
房
新
社
）
316

放
射
能
を
浴
び
た
Ⅹ
年
後 

伊
東
英
朗
（
創
風
社
出
版
）
319

感
染
症
の
世
界
史 

石
弘
之
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
493

私
の
夫
は
高
次
脳
機
能
障
害
で
す

 

奥
宮
暁
子
監
修
（
医
歯
薬
出
版
）
493

〈
工
業
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
新
時
代
の
夜
明
け

 

山
地
憲
治
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
501

環
境
再
興
史 

石
弘
之
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
519

宇
宙
に
行
く
こ
と
は
地
球
を
知
る
こ
と

 

野
口
聡
一
・
矢
野
顕
子
（
光
文
社
）
538

美
容
は
自
尊
心
の
筋
ト
レ 

 

長
田
杏
奈
（
エ
レ
キ
ン
グ
ブ
ッ
ク
ス
）
595

〈
産
業
〉

農
家
が
消
え
る 

寺
西
俊
一
編
著(

み
す
ず
書
房)

615

甘
い
バ
ナ
ナ
の
苦
い
現
実 

石
井
正
子
編
著
（
コ
モ
ン
ズ
）
625

牛
疫 

ア
マ
ン
ダ
・
ケ
イ
・
マ
ク
ヴ
ェ
テ
ィ
（
み
す
ず
書
房
）
645

〈
芸
術
〉

日
本
の
戦
争
映
画 

春
日
太
一
（
文
藝
春
秋
）
778

〈
文
学
〉

引
き
裂
か
れ
た
世
界
の
文
学
案
内 

都
甲
幸
治
（
大
修
館
書
店
）
904

心
友 

小
川
壮
六(

作
品
社)

910
い

ベ
ー
ジ
ュ 

谷
川
俊
太
郎
（
新
潮
社
）
911
た

過
去
未
来 

吉
竹
純
（
河
出
書
房
新
社
）
911
よ

日
本
俳
句
入
門 

吉
竹
純
（
岩
波
書
店
）
911
よ

類 

朝
井
ま
か
て
（
集
英
社
）
91
あ

生
き
る
！ 

嵐
山
光
三
郎
（
新
講
社
）
91
あ

犯
罪
調
書 

井
上
ひ
さ
し
（
中
央
公
論
新
社
）
91
い

コ
ロ
ナ
黙
示
録 

海
堂
尊
（
宝
島
社
）
91
か

宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
宇
宙
の
旅

 

谷
口
義
明
（
光
文
社
）
91
た

月
は
ま
た
昇
る 

成
田
名
璃
子
（
徳
間
書
店
）
91
な

本
と
あ
る
く
旅 

森
ま
ゆ
み
（
産
業
編
集
セ
ン
タ
ー
）
91
も

彼
女
の
名
前
は 

チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
（
筑
摩
書
房
）
92
チ

（３） 図書室月報 2021 年 (令和３年 )2 月



　　

中
退
や
不
登
校
に
代
表
さ
れ
る
「
教
育
か
ら
の
排

除
」
が
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

等
、
そ
の
後
の
社
会
生
活
に
お
け
る
困
難
に
直
結
し
て

し
ま
う
現
状
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
「
高
校
生
居

場
所
カ
フ
ェ
」
と
呼
ば
れ
る
実
践
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
こ
の
実
践
は
、
多
様
な
背
景
を
抱
え
る
生
徒
が
集

ま
る
定
時
制
高
校
に
お
い
て
、
若
者
支
援
の
経
験
を
持

つ
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
に
入
り
込
み
、
飲
み
物
や
お
菓
子

を
提
供
し
な
が
ら
、
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ

フ
や
高
校
の
教
員
、
教
育
学
の
研
究
者
等
、
様
々
な
立

場
の
大
人
が
、
カ
フ
ェ
の
実
践
や
そ
の
意
義
を
語
る
。

　

率
直
に
、
自
分
が
高
校
生
の
時
に
も
、
こ
ん
な
場
所

が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
う
。
自
分
自
身
の
高
校

時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
カ
フ
ェ
の
魅
力
を
考
え
た
時

に
、
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
の
が
、
「
開
か
れ

た
場
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分
の
高
校
で
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
が
在
中
す
る
「
お
悩
み

相
談
室
」
の
よ
う
な
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
は
、「
悩
み
を
抱
え
、
他
人
に
頼

る
し
か
な
い
自
分
」
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
、

他
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
に
敏
感
な
年
代
に
は

足
が
向
き
づ
ら
い
。
実
際
、
高
校
在
学
中
に
「
お
悩
み

相
談
室
」
に
通
っ
て
い
る
同
級
生
を
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
カ
フ
ェ
で
あ
れ
ば
〝
と
り
あ
え
ず
ス
タ
ッ
フ
と

雑
談
を
し
に
い
く
〟
〝
お
菓
子
を
食
べ
に
行
く
〟
と
い

う
名
目
で
通
い
、
雑
談
の
中
で
、
日
々
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

色
々
な
大
人
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
カ
フ

ェ
の
魅
力
で
あ
ろ
う
。
自
分
自
身
、
高
校
時
代
ま
で
は

「
学
校
が
世
界
の
全
て
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
勉

強
、
部
活
、
友
人
関
係…

…

。
狭
い
価
値
尺
度
で
自
分

自
身
や
他
者
を
は
か
り
、
一
喜
一
憂
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
数
十
歳
離
れ
た
大
人
や
、
少
し
年
上
の
大

学
生
と
関
わ
る
こ
と
は
、
高
校
生
の
価
値
観
を
広
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

　

定
時
制
高
校
を
中
心
に
広
が
る
「
校
内
居
場
所
カ
フ

ェ
」
で
あ
る
が
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
高
校
は
も
ち
ろ
ん
、

小
中
学
校
に
も
広
が
っ
て
い
く
と
面
白
い
な
と
思
う
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
学
習
指
導
要
領

で
は
、
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
が
掲
げ
ら
れ

た
。
学
校
教
育
を
学
校
内
に
閉
じ
ず
、
地
域
の
人
々
と

協
働
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
「
高
校
生

居
場
所
カ
フ
ェ
」
実
践
の
よ
い
部
分
や
課
題
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
地
域
と
学
校
の
よ
り
よ
い
協
働
の
在
り
方

を
模
索
す
る
上
で
、
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
そ
う
だ
。
（
明
石
書
店
）

図
書
室
の
つ
ど
い

石
井
　
翔
梧

　

厄
介
者
扱
い
さ
れ
が
ち
な
雑
草
で
す
が
、
目
を
近
づ
け
て
よ
く
見
れ
ば
、

驚
く
ほ
ど
繊
細
で
美
し
く
、
個
性
豊
か
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
植
物
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
か
ら
、
雑
草
の
愛
ら
し
い
花
、

生
き
る
知
恵
な
ど
、
身
近
な
雑
草
た
ち
の
魅
力
を
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い

の
美
し
い
映
像
で
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
観
察
方
法
も
教
え
て

い
た
だ
き
、
雑
草
の
楽
し
み
方
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　〈
多
田
さ
ん
の
本
〉  

表
題
作
、
『
も
っ
と
美
し
き
小
さ
な
雑
草
の
花
図
鑑
』

（
山
と
溪
谷
社
）
、
『
し
た
た
か
な
植
物
た
ち
・
春
夏
篇
』
・
『
同
・
秋
冬
篇
』

（
ち
く
ま
文
庫
）
ほ
か
多
数

と　

き　

2
月
28
日
（
日
）  

朝
９
時
半
～
11
時
半

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

40
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先　

２
月
10
日
（
水
）
朝
９
時
～

　
　
　
　

公
民
館
☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

　
＊
発
熱
や
体
調
の
悪
い
方
は
、

　

参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
『
美
し
き

　  
小
さ
な
雑
草
の

            

花
図
鑑
』

             
〜
身
近
な
雑
草
の
魅
力
〜

お
話  
多
田 

多
恵
子

        

（
早
稲
田
大
学
・
立
教
大
学
非
常
勤
講
師
）

  

居
場
所
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

編
著

   

『
学
校
に

　
　

 

居
場
所
カ
フ
ェ
を

　
　
　
　
　
　

つ
く
ろ
う
！

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
高
校
生
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
り
添
い
型
支
援
』

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
５
回
〉

（４）図書室月報 2021 年 (令和３年 )2 月
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